
原田たかし活動報告

　私の会報を読まれた方から、「車中泊の講
習会を開催しますので、良かったら参加しま
せんか？車中泊避難の参考になると思います
よ。」とのお誘いがあり参加してきました。
　お誘いの連絡をく
れたのは、大分市で
美術教室を運営され
ている藤原了児さん。
　大分市カヌー協会
の事務局長としてカ
ヌー講習会の運営もされています。併せて
車中泊のキャンプも楽しまれており、今回
の講習会を企画されたそうです。

　1 月14 日㈰に会場
へ。さっそく車中泊
に必要なグッズを教
えていただきました。
一番大事な物は、車
に適したサイズの
マットレスや寝具、

それに電気毛布などの家庭用電化製品を使う
ための電源だそうです。
　ＡＣコンセントが付いている電気自動車
やハイブリットーカーもありますが、車中
泊の電源は、充電式のポータブル電源、も
しくは車のバッテリーから家庭用ＡＣコン
セントに変換するカーインバーターとなり
ます。カーインバーターはシガーソケット
に接続するタイプが簡単で便利です。
　電源があれば、携
帯の充電もできます
し、コンパクトなテ
レビやラジオで情報
を得ることもできます。

　また、簡易トイレ
や防犯のためのカー
テンや目隠しの用意、
さらに結露を防ぐた
め車の窓はほんの少
し開けておくといい
と教えていただきました。
　なお、車中泊の際は、エコノミークラス
症候群対策として、軽い体操やストレッチ
運動とこまめな水分補給を忘れてはいけま
せん。
　また、エンジンのかけっぱなしによる一
酸化炭素中毒にも気をつけなければなりま
せん。積雪の多い地域では、雪によってマ
フラーがふさがれる危険性もあります。
　車中泊に関するガイドブックが出版社や
自動車メーカーから出ていますから、それ
らも参考になるかと思います。
　そうした説明を聞いてる中、参加されて
いた方から「発達障がいなど障がいのある
子どもの場合、学校や公民館などの避難所
では不安を抱えたり迷惑をかけそうなため、
災害時は車中泊避難を考えざるを得ません。
ぜひ、県でも車中泊避難の支援にも取り組
んでほしいです。」という話をお聞きしまし
た。
　元旦に石川県能登半島で最大震度7の揺れ
を観測する地震が起きました。亡くなられ
た方々に哀悼の意を表するとともに、被災
された方々に心からお見舞い申し上げます。
　この地震では、多くの方々が車中泊避難
をされている様子が報道されました。現在、
国や県は車中泊避難を推奨していませんが、
車中泊避難をされる方々も含め誰もが安心
して避難できる環境整備が必要だと感じま
した。

　今回、車中泊についてたくさ
ん教えてくれた藤原了児さん、
徳永泰夫さん、中元洋子さん、
ありがとうございました！

　昨年12月の第４回定例会の一般質問で、
私は災害時の車中泊避難を取り上げました。

車中泊講習会に参加しました

　車中泊避難について、国はエコノミークラ
ス症候群が発生する危険性があるとして推奨
していません。一方、「避難所は人が多く落ち
着かない」、「子どもや高齢者、ペット等が一
緒のため避難所では気を遣う」と車中泊避難
を選択される方もいます。
　エコノミークラス症候群を予防し、かつ、
快適に車中泊避難できる方法の研究や実験を
検討しても良いのではないかと提案しました。

　後日、原田はポータブル電源やマットレス、
電気毛布などをそ
ろえ、家の駐車場
で車中泊を体験。
　車の中はこのよ
うな感じになりま
した。私の充電式のポータブル電源

（左）とカーインバーター（右）
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